パナマ短信―８（2003.12.21）

ちょっと遅くなりましたが一時帰国前にDavidで経験したパナマ独立100周年記念行事を紹介します。11月３日はパナマ独立記念日で従来から祝日で休みですが、今年は独立100周年記念も重なったので派手に催しが行われました。

１カ月ほど前から我が事務所では女性職員によって飾り付けが行われました。各事務室のドアには伝統的な衣装が張り付けられ、壁にはパネル、飾り物が並び、天井からも飾り物がぶら下がり、さらに廊下の隅には草葺き家が組み立てられ、その中に野菜や果物がおかれました。なお、パネルや飾り物は必ずといってよいほどパナマの国旗の色（赤、白、青）を使っていました。

３日（日）は子供達（小学校～高等学校？）のマーチングバンド入りの行進があったそうですが、残念ながら見ておりません。１カ月ほど前から楽器演奏の練習音があちらこちらから響いていました。

４日（月）は国や県の各機関、各種団体、大学による行進が行われ、私の働いているIPACOOPも参加しました。男性はアシで編んだ帽子、白色のワイシャツ（伝統的な農家の装束で、ポケットが４つもついています）、黒色のズボンを着用。私もメンバーとして参加させられ、帽子とワイシャツ（15ドル）を買いました。女性も伝統的な農家の晴れの服装（白色のブラウスで、それぞれにアクセサリをつけて、黒色のパンタロン着用）。また、一部の女性は伝統的なパナマのカラフルなドレス：ポジェーラ（日本の着物に相当、手編みで非常に高価：20～30万円する。しかし貸衣装もあるそうです）を着用。このポジェーラグループは、農協から参加した田舎の楽器で演奏する楽隊（４名）に合わせて踊りながらの行進となりました。行進終了後、踊り子の女性１名が血圧が上がって倒れ、救急車で病院へ運び込まれるハプニングもありましたが。

当日は朝早くに県庁前に集まり、県知事の挨拶のあと、消防の音楽隊を先頭につぎつぎに各種グループが思い思いの服装（カラフル）と飾り付けを施した車で市内の目抜き通りを２時間ほどかけて行進しました。当日は非常に暑かったのですが、コースの両側は大勢の人たち（何処からやってきたのか）が暑さも気にかけず座り込んで見物していました。各グループとも装束に工夫を凝らしていましたので、私も観客席から見たかったと残念でなりません。

　例年なら12月の初めには乾期に入っているはずですが、今年はどうしたわけか私が戻った日（８日）はもちろんのこと、雨が降らない日はまったくありません。しかし、日射しの方は夏仕様で厳しくなっており、日向を歩くとチリチリと焼けるように暑く、夏は間近に迫っているようです。この長雨のせいで畑のトマトやタマネギが腐って品不足となり、値段は上昇し倍になり、家庭の台所を預かっている主婦を嘆かせています。最近、大きなきれいなタマネギがスーパに並びはじめましたが、これはチリからの輸入物だそうです。パナマ産は小さくて、どこかに傷や腐りがありますので一目で見分けられます。発展途上国であってもこのように農作物が品不足になって価格が上昇すると、すでに発展した国からの輸入が行われるようで、農作物は世界的な規模で動いていますね。

　市内の目抜き通りはクリスマス商戦真っ盛りで、道路の一部が閉鎖されて歩行者天国となり、各店は商品を山と積み、道路にもはみ出ています。さらにたくさんの露店が道の両側に並んでまるで縁日のような有様です。大きなモミの樹も道ばたに並べられ、それを買ったお客は車の天井にくくりつけて運んでいます。この喧噪状態は12月いっぱい続くとか。我が勤め先でも名前を伏せて贈り物をする習慣があり、３週間続けざまに各１ドル（これでは買えませんが）相当の品物を贈り合います（管理者の方で相手を決め、送り主は伏せてある）。これだけで１ドル×35人×３回＝105ドルの購買があります。さらに12月19日に行われた所内のクリスマスパーティでは会費10ドルと各10ドルの贈り物（直接相手に渡す）を送りあいますので、さらに700ドルの購買力の創出があります。今の時期は人々が贈り物を贈り合いますので商売人にとってはかきいれどきです。

　最近、日本ではあちらこちらで電飾が行われて話題なっているようですが、こちらではほとんどの家が電飾しますので夜は綺麗です。家の軒下にずらりとたくさんの豆電球がスダレ状にぶら下げりますので非常に豪華です。なかには動物やモミの木をかたちどった電飾、大きな前庭全体に豆球を並べた奥行きの深い電飾の庭となった幽玄の世界を作っている家もあります。また、集団で横町全体にアーチ状に電飾で飾り立てた地域もあります。夜、車で住宅地を走るとこの電飾が楽しめます。

　今年も残された日は僅かになりました。皆様方にとって来年が良い年でありますことを祈って今年最後のパナマ短信を送付します。　　アディオス！！（ Hasta prosimo ano ）　

